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小博物館とすれば､屋上階とは言え､動の小博物館
に相当することになる｡屋上階では大型の水槽を設
置 して大小の魚頬を飼育して教育 ･研究に資する予
定である (図5).私の研究室が有る別の棟で飼育し
ているメダカや､同じ様に絶滅危慎種のスイゲンゼ
ニタナゴ､アユモ ドキなどをとってみても､水棲動
物には陸上動物にはみられない固有の特性が存在す
ることがある｡
･屋上階を別の面から捉えると､屋上階は教育や研
究の疲れを癒す中庭としても利用が可能ではなかろ
うか｡スカイラインも横切る屋上の東側には地域の
住宅街が広がり､西側には大学キャンパスが眺望さ
れる｡動物学科棟の利用者内外との懇談エリアとし
て多目的利用するのもー興であろうo
1(1 おわリに
多くの大学の場合､文部科学省による新設予定学
科の設置認可後2,3年目には建築が始まるのが通
例であるが､本学の動物学科の場合は学科の設置構
想が急浮上してから2007年9月の認可後に新建造を
開始することになり､地鎮祭の開催も急であった｡
諸般の事情動物学科の 1期生が入学した2008年4月
には突貫工事とは言え諸般の事情から残念ながら竣
工は間に合わなかった｡
動物学科棟と最新の実験機器が今後広く活用され､
動物学科を通じた実験動物や野生動物の維持 ･実験
の成果が現代社会の危急的課題の一つである持続可
能な知的水準や社会にも係る教育 ･研究の場を提供
することになると期待 している｡理学部動物学科 1
期生に合わせて植栽された記念樹木は学生達のより
一層の成長を温かく見守っている｡ソフトとしての
動物学科の1期生とハー ドとしての動物学科棟 (2
8号館)は両輪としてお互いに心を一つにし､確固
とした軌跡を歩んでいくことを願って本稿を終える｡
小稿の執筆にあたり､本誌に動物学科棟を紹介す
る機会を与えて頂きました各位に心から御礼を申し
あでますっ
(本稿の脱稿後に棟内-幾つかの実験動物と大′ト多
数の実験､観察機器が搬入されたo)
